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�　
「
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
」
が
策
定

さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
人
口
は
依
然
と
し

て
減
少
し
続
け
、
県
下
で
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ

て
い
る
。
議
会
と
し
て
人
口
抑
止
に
向
け
た

取
組
み
は
。　
　
　
　
　
（
曙
地
区　

男
性
）

�　

人
口
減
少
対
策
に
は
町
民
・
議
会
・
執
行

部
が
三
位
一
体
で
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
各
地
区
と
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

�　

旧
大
須
成
小
学
校
と
旧
身
延
中
学
校
解
体

工
事
に
つ
い
て
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
耐
震
対
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
が
、
こ

の
経
費
は
如
何
ほ
ど
だ
っ
た
か
。
ま
た
、
中

学
校
解
体
後
の
跡
地
利
用
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曙
地
区　

男
性
）

�　

統
合
に
よ
り
生
じ
る
空
き
校
舎
の
活
用
は

可
能
で
す
が
、
新
設
に
よ
り
生
じ
る
校
舎
は

解
体
が
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
解
体
後
の

跡
地
利
用
は
現
在
検
討
中
で
、
明
確
な
回
答

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

�　

旧
身
延
中
学
校
は
平
成
11
年
に
校
舎
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
費
用
は

１
億
２
２
８
５
万
円
で
し
た
。

�　

和
紙
の
里
整
備
事
業
へ
６
億
４
０
０
０
万

円
投
じ
て
い
る
が
、
特
産
品
販
売
所
は
併
設

す
る
の
か
。　
　
　
　
（
静
川
地
区　

男
性
）

�　

整
備
事
業
費
は
全
体
で
お
よ
そ
７
億
４
０

　

�

０
０
万
円
相
当
で
、
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
は
現

在
の
90
台
か
ら
１
０
０
台
へ
、
ト
イ
レ
は
24

時
間
対
応
と
さ
れ
、
利
用
者
側
の
観
点
に

立
っ
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
芝
生
広
場

な
ど
い
く
つ
か
の
改
善
が
提
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
P5
の
西
嶋
和
紙
の
里
再
生
の
た
め
道
の
駅
化

　

事
業
を
ご
参
照
下
さ
い
。

〇�

傍
聴
席
の
音
響
改
善
を

〇�

一
般
質
問
に
対
す
る
答
弁
は
町
長
が
す
べ
き

だ
と
思
う
が
。

〇�

毎
年
区
か
ら
要
望
事
項
を
挙
げ
て
い
る
が
、

10
年
間
同
じ
要
望
を
挙
げ
て
い
る
。
懇
談
会

等
で
、
詳
細
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

〇�

町
民
の
日
常
の
意
見
を
聞
き
取
る
た
め
に

「
ふ
れ
あ
い
気
づ
き
箱
」
な
る
も
の
を
町
当

局
で
設
け
て
ほ
し
い
。

　

�

懇
談
会
で
の
質
疑
応
答
、
提
言
・
意
見
・
要
望

等
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�　

議
員
定
数
に
つ
い
て
、
自
分
が
議
員
当
時

に
比
べ
て
人
口
が
１
万
人
を
割
り
、
定
数
も

合
併
当
初
か
ら
は
減
少
し
て
い
る
。
定
数
に

つ
い
て
は
、
町
民
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
慎
重
に
議
論
す
べ
き
だ
。

（
静
川
地
区　

男
性
）

�　

定
数
の
改
正
は
４
年
毎
の
議
員
一
般
選
挙

時
で
な
い
と
変
更
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
10
月

20
日
執
行
予
定
の
町
長
選
挙
時
に
議
員
の
補

欠
選
挙
が
同
時
に
執
行
さ
れ
、
定
数
が
14
名

と
な
っ
た
以
降
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

中富地区 町民と議員との懇談会
日　時：令和６年５月 11日（土）午後７時～午後８時 35分
会　場：中富総合会館
参加者：計 22人（町民７人、議員 13人、事務局２人）

質　

疑　

応　

答

提
言
・
意
見
・
要
望
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�　

改
訂
さ
れ
た
議
員
報
酬
額(

議
長
の
場
合

29
万
円
で
予
定
額
よ
り
５
０
０
０
円
減)

と

な
っ
た
理
由
は
。
ま
た
、
政
務
活
動
費
の
年

間
６
万
円
は
、
実
績
に
基
づ
く
精
算
報
告
は

あ
る
の
か
。　
　
　
（
久
那
土
地
区　

男
性
）

�　

富
士
川
町
な
ど
を
参
考
に
諸
所
の
状
況
を

踏
ま
え
、
再
度
検
討
し
、
５
０
０
０
円
の
差

が
出
ま
し
た
。
政
務
活
動
費
は
精
算
払
い
と

し
、
領
収
証
等
の
証
拠
書
類
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

�　

人
口
減
少
問
題
の
要
因
で
あ
る
道
路
整
備

問
題
は
、
合
併
し
て
20
年
、
当
時
よ
り
三
沢

～
市
之
瀬
間
の
バ
イ
パ
ス
の
問
題
は
出
て
い

る
が
、
何
の
進
展
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
間

常
任
委
員
会
で
道
路
に
関
す
る
意
見
聴
取
が

行
わ
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
。
全
員
協
議
会

で
報
告
し
、
何
ら
か
の
方
向
性
が
出
て
く
る

と
思
う
が
、
県
に
要
請
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
常
葉
地
区　

男
性
）

�　

請
願
を
採
択
し
て
長
い
年
月
が
経
ち
ま
し

た
が
、
採
択
後
、
協
議
を
行
っ
て
来
な
か
っ

た
の
で
意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
。
委
員
会
と

し
て
の
基
本
的
な
考
え
を
取
り
ま
と
め
、
全

員
協
議
会
で
ど
う
し
て
い
く
の
か
を
明
確
に

し
て
、
町
に
提
案
し
ま
す
。

�　

上
下
水
道
の
負
担
金
は
お
よ
そ
６
億
円
だ

が
、
６
年
度
で
済
む
の
か
、
７
年
度
も
発
生

す
る
の
か
。　
　
　
　
（
古
関
地
区　

男
性
）

�　

上
下
水
道
の
負
担
は
６
年
度
に
準
ず
る
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
赤
字
は
町
で
補
填
し
て

い
ま
す
。

○�

議
員
に
は
事
業
の
検
証
、
予
算
の
執
行
確

認
を
し
っ
か
り
や
っ
て
頂
き
た
い
。
し

だ
れ
桜
も
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
内
の
山

の
斜
面
に
５
２
０
０
本
の
植
栽
を
し
、

５
億
９
０
０
０
万
円
も
投
じ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
維
持
管
理
に
年
間
２
５
０
０
万
円
を

か
け
る
よ
う
だ
が
、
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も

大
事
。
検
討
し
て
ほ
し
い
。

○�

人
口
減
少
の
協
議
会
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。

老
若
男
女
の
意
見
を
出
す
と
こ
ろ
が
な
い
。

有
志
が
集
ま
っ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て

ほ
し
い
。

○�

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
金
が
町
か
ら

２
３
０
０
万
円
出
て
い
る
が
、
ヘ
ル
パ
ー
の

給
与
は
合
併
以
降
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
時
給

１
２
０
０
円
（
８
時
間
／
日
で
は
な
く
１
回

１
～
２
時
間
が
２
か
所
程
度
）。
こ
れ
で
は

な
り
手
も
な
く
、
不
足
し
て
い
る
。
議
会
で

も
社
協
へ
確
認
し
て
ほ
し
い
。

○�

活
発
な
意
見
を
聞
い
て
身
延
が
頑
張
っ
て
い

る
と
思
っ
た
。
総
合
計
画
で
提
案
し
た
項
目

を
一
つ
一
つ
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
現
実

的
。
懇
談
会
は
、意
見
を
聞
き
、議
員
が
個
々

の
方
向
性
を
説
明
し
て
い
く
の
が
良
い
。

下部地区 町民と議員との懇談会
日　時：令和６年５月 18日（土）午後７時～午後８時 37分
会　場：下部地区公民館
参加者：計 25人（町民 10人、議員 13人、事務局２人）

質　

疑　

応　

答

提
言
・
意
見
・
要
望
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��　

西
嶋
和
紙
の
里
に
多
額
の
費
用
を
か
け
て

改
装
す
る
と
聞
く
が
、本
当
に
必
要
な
の
か
。

近
く
に
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
も
あ
る
。 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  (

豊
岡
地
区　

男
性)

�　

町
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
経
済
効
果

は
無
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
指
定
管
理
者
制

度
に
変
更
し
進
め
ら
れ
ま
す
。民
間
の
発
想
、

違
う
視
点
で
運
営
す
る
為
、
効
果
は
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

��　

報
道
で
町
消
滅
の
問
題
が
あ
る
。
20
代
30

代
の
流
出
が
多
い
。
補
助
金
を
考
え
る
な
ど

真
剣
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

(

豊
岡
地
区 

男
性)

�　

少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
人
口

減
少
の
効
果
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
要
望
と
し

て
伝
え
ま
す
。

��　

商
工
会
会
報
に
中
部
横
断
道
が
開
通
し
て

交
流
人
口
が
増
え
た
と
あ
っ
た
が
、
本
当
に

増
え
た
の
か
聞
き
た
い
。
他
の
資
料
で
は
、

増
え
た
の
は
富
士
川
道
の
駅
だ
け
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 　

 (

豊
岡
地
区　

男
性)

�　

身
延
山
な
ど
の
集
客
に
つ
い
て
、
交
通
量

調
査
等
で
の
正
確
な
数
字
は
用
意
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
桜
の
時
期
は
客
数
は
増
え
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。

��　

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
駐
車
場
の
企
画
は
進

ん
で
い
る
の
か
。
バ
ス
も
入
れ
な
い
状
況
、

四
季
を
通
じ
て
集
客
で
き
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
。　
　

  (

豊
岡
地
区　

男
性)

�　

計
画
は
あ
り
ま
す
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

状
況
を
見
な
が
ら
再
度
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

��　

身
延
中
の
解
体
で
廃
材
も
売
却
で
き
る

が
、
金
額
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
久
那
土
地
区　

男
性)

�　

廃
材
の
売
却
金
額
は
、
見
積
内
訳
書
に

入
っ
て
い
ま
す
。

○�

町
の
施
策
と
し
て
、
実
施
前
の
説
明
相
談
が
な

い
。
行
政
と
町
民
の
視
点
は
違
う
。
町
民
の
声

を
聞
い
て
ほ
し
い
。　

○�

田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
を
利
用
し
て
農
業
を
し

て
い
る
若
者
が
い
た
。
期
限
が
来
て
他
県
に

行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
ま
ま
残
れ
る
方
法
な

ど
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

○�

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
他
地
域
で
は
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
検
討
し

て
ほ
し
い
。

身
延
町
が
開
設
し
て
い
る
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
指
定
暑
熱
避
難
施
設
）

　

下
部
図
書
室
（
下
部
地
区
公
民
館
内
）

　
　

月
～
金　

９
時
半
～
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

　

中
富
図
書
室
（
中
富
総
合
会
館
内
）

　
　

月
・
火
・
木
・
金　

９
時
半
～
17
時

　
　
　
　
　
　

土
・
日　

13
時
～
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
水
・
祝
日
は
除
く

　

身
延
町
立
図
書
館
（
身
延
町
総
合
文
化
会
館
内
）

　
　

火
・
水
・
土
・
日　

９
時
半
～
17
時

　
　
　
　
　
　

木
・
金　

９
時
半
～
19
時

　
　
　
　
　
　

※
月
・
そ
の
他
休
館
日
は
除
く

��　

解
体
後
の
底
地
に
つ
い
て
、
解
体
後
は
民

間
か
ら
買
い
取
る
と
町
長
の
説
明
に
あ
っ
た

が
。　

 　

 　
　
　

(

久
那
土
地
区　

男
性)

�　

町
長
は
買
い
取
り
を
進
め
て
い
く
方
向
と

の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

身延地区 町民と議員との懇談会
日　時：令和６年５月 25日（土）午後７時～午後８時 30分
会　場：身延総合文化会館 2階会議室
参加者：計 21人（町民 6人、議員 13人、事務局２人）

質　

疑　

応　

答

提
言
・
意
見
・
要
望

令和６年
第２回臨時会
（５月14日）
会期1日間

令和６年
第２回臨時会
（５月14日）
会期1日間

おもな議案の説明

い ず れ も 原 案 可 決
専決処分の承認案6件・補正予算案2件・財産取得案1件・契約案4件・契約変更案1件

繰越金４６９７万円増額

総額　３億６０５６万円

議案第56号　令和６年度一般会計補正予算 （第１号）
歳入歳出　　　　　　4697万4千円
歳入歳出合計　98億1197万4千円

増額

衛生費【保健衛生費】の増額

その他予防費　　　　　　　　　１４９７万円計上

（飯富病院負担金 エアコン修繕費用）
農林水産業費【農業費】の増額

味噌加工施設事業費　　　 　 　 ３２００万円計上

（味噌加工施設屋根他改修工事費用）

ギカイのギモン◇繰越金ってナニ？
※繰越金とは、前年度において歳入歳出の決算上生じた剰
余金。二分の一を下らない金額を、翌翌年度までに積み立
て、又は地方債の繰り上げ償還の財源に充てなければなら
ない。他は翌年度の一般財源として使われる。

消防ポンプ自動車　１台

落札額　　　　　　２８８７万円
落札者　　　　三和防災株式会社
配備先　　　身延第２分団第１部

旧身延中学校校舎等解体工事

落札額　　　　２億８６００万円
落札者　円﨑興業・身延工業ＪＶ
旧校舎・身延小体育館・旧身延学
校給食センターなど

西嶋和紙の里24時間トイレ新築工事

落札額　　　　　１億４５０万円
落札者　植野興業・身延総合設備・
阿久津電気ＪＶ

西嶋和紙の里駐車場改修工事

落札額　　　　１億３７５０万円
落札者 長田組土木・富士建設所ＪＶ

西嶋和紙の里改修工事

落札額　　　　２億８６００万円
落札者　植野興業・身延総合設備・
阿久津電気ＪＶ

ヤマメの里撤去工事請負工事変更

変更後金額　　　　７６４８万円
契約者　　　　株式会社古関工業
植林のための埋戻土の調達運搬に伴う変更

西嶋和紙の里再生のため道の駅化事業
ギカイが注目！

取り壊し完了後の跡地利活用

おもな歳入補正 おもな歳出補正

おもな財産取得 契約変更

おもな契約

おもな契約

ギカイが注目！

※１万円未満は切り捨て表記
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令和６年
第２回臨時会
（５月14日）
会期1日間

令和６年
第２回臨時会
（５月14日）
会期1日間

おもな議案の説明

い ず れ も 原 案 可 決
専決処分の承認案6件・補正予算案2件・財産取得案1件・契約案4件・契約変更案1件

繰越金４６９７万円増額

総額　３億６０５６万円

議案第56号　令和６年度一般会計補正予算 （第１号）
歳入歳出　　　　　　4697万4千円
歳入歳出合計　98億1197万4千円

増額

衛生費【保健衛生費】の増額

その他予防費　　　　　　　　　１４９７万円計上

（飯富病院負担金 エアコン修繕費用）
農林水産業費【農業費】の増額

味噌加工施設事業費　　　 　 　 ３２００万円計上

（味噌加工施設屋根他改修工事費用）

ギカイのギモン◇繰越金ってナニ？
※繰越金とは、前年度において歳入歳出の決算上生じた剰
余金。二分の一を下らない金額を、翌翌年度までに積み立
て、又は地方債の繰り上げ償還の財源に充てなければなら
ない。他は翌年度の一般財源として使われる。

消防ポンプ自動車　１台

落札額　　　　　　２８８７万円
落札者　　　　三和防災株式会社
配備先　　　身延第２分団第１部

旧身延中学校校舎等解体工事

落札額　　　　２億８６００万円
落札者　円﨑興業・身延工業ＪＶ
旧校舎・身延小体育館・旧身延学
校給食センターなど

西嶋和紙の里24時間トイレ新築工事

落札額　　　　　１億４５０万円
落札者　植野興業・身延総合設備・
阿久津電気ＪＶ

西嶋和紙の里駐車場改修工事

落札額　　　　１億３７５０万円
落札者 長田組土木・富士建設所ＪＶ

西嶋和紙の里改修工事

落札額　　　　２億８６００万円
落札者　植野興業・身延総合設備・
阿久津電気ＪＶ

ヤマメの里撤去工事請負工事変更

変更後金額　　　　７６４８万円
契約者　　　　株式会社古関工業
植林のための埋戻土の調達運搬に伴う変更

西嶋和紙の里再生のため道の駅化事業
ギカイが注目！

取り壊し完了後の跡地利活用

おもな歳入補正 おもな歳出補正

おもな財産取得 契約変更

おもな契約

おもな契約

ギカイが注目！

※１万円未満は切り捨て表記
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イベント事業計画策定業務委託　１３１万円計上

（みのぶまつりの新たな形態の計画策定費用）

コミュニティ助成事業補助金　　１８０万円計上

（対象団体：みんなの広場の会）

みのぶ自然の里管理費　　　　　１１３万円計上

（自然の里火災よる破損箇所修繕費用）

特定世帯物価高騰対策臨時給付金

　　　　　　　　　　　　　　３１１０万円計上

（対象世帯３１１世帯×１０万円）

身延支所管理費　　　　　　　　４６９万円増額

（玄関スロープ手摺設置・屋上防水補修工事費用）

議案第６４号　家庭的保育事業等の設備及び運
営の基準を定める条例一部改正

議案第６５号　個人番号の利用に関する条例一
部改正

同意第3号　名誉町民選定について

名誉町民に望月靖充氏を選定したいの
で議会の同意が必要であるため

※1万円未満は切り捨て表記

望 月 靖 充 氏

ギカイのギモン ◇条例ってナニ？
※条例とは、地方公共団体内（身延町内）で適用される自治立法のこと。地方議会
により制定され上位法令である国の法令に違反しない範囲で定められます。法令に
より制定が必要とする条例は、国の法令が変わればそれに準じて改正が必要となり
ます。名誉町民条例などは、任意条例となり国の法令が全く規制しない領域となり
ます。ちなみに、国会によって制定される法を『法律』といいます。

※望月靖充氏の寄附による緞帳

衛生費【保健衛生費】の増額

予防接種事業費　　　　　　　３２３５万円計上

（高齢者新型コロナウイルスワクチン予防接種業務）

その他予防費　　　　　　　　　８２４万円計上

（地域医療連携推進法人負担金）

ギカイのギモン
◇地域医療連携推進法人ってナニ？
※地域医療連携推進法人とは、人口減少による医療従事者
の確保、病院経営などが困難になりつつある身延町・早川
町・南部町の３町が連携して将来の地域医療の在り方を構
築するための法人（県知事が認定）

農林水産業費【農業費】の増額

農業振興事業費　　　　　　　　　５７万円計上

（西嶋水稲栽培㏚業務委託など）

あけぼの大豆拠点施設管理費　　１３０万円計上

（拠点施設水道設備修繕費用）

教育費【社会教育費】の増額

公民館運営事業費　　　　　　　　　６万円計上

（集落公民館整備費補助金 対象集落：清子区）

諸支出金【基金費】の増額

ふるさと応援基金費　　　　　　１００万円計上

（ふるさと応援基金へ積立）

ギカイのギモン
◇そもそも補正予算ってナニ？

※町の予算は、前年度の１０月頃より検討を重ね、３月定
例会で当初予算として承認されます。しかし、４月以降に
人事異動が生じたり、新たな要求や緊急事態に対応するた
めに編成される追加や修正の予算のことを補正予算といい
ます。予見し難い事態への適切な対応を可能とします。

総務費【企画事業費】の増額

名誉町民選定

やすみつ

おもな条例改正

おもな歳出補正

令和6年
第2回定例会
（6月10日～14日）

会期5日間

令和6年
第2回定例会
（6月10日～14日）

会期5日間
条例改正案２件・補正予算案７件・人事同意１件　

　合計10議案

議案第66号　令和６年度一般会計補正予算（第２号）
歳入歳出　　　　　　7966万3千円
歳入歳出合計　98億9163万7千円
歳入歳出　　　　　　7966万3千円
歳入歳出合計　98億9163万7千円

地方債の補正

旧合併特例事業債　

補正後の限度額９３４０万円（７１０万円追加）

・中山間地域総合整備事業負担金

　　　　　　　　　　　　　２０００万円減額

・中学校建設事業　　　　　２７１０万円充当

（旧身延中学校校舎解体工事費に充当）

国庫支出金５５万円増額

　　　　　　　　　　総額　８億５３６８万円

教育費国庫補助金　　　　　　　５５万円増額

寄付金１００万円増額

　　　　　　　　　　総額　　　１１１３万円

繰越金５９２５万円増額

総額　４億１９８２万円

増 額増 額

おもな議案の説明

※１万円未満は切り捨て表記

※１万円未満は切り捨て表記

いずれも原案可決

地方債の補正２

緊急自然災害防止対策事業債　

補正後の限度額５４００万円（１２５０万円追加）

・小規模治山事業　　　　　　１２５０万円充当

（清住地内小規模治山工事費に充当）

ギカイのギモン ◇地方債ってナニ？
※自治体が資金（財源）を調達（確保）するために発行する債権のこと（いわゆる借金）
道路や公共施設などは、建設後も将来にわたって使用するため、１会計年度を超え
て借り入れを行ない財政的負担の平準化をはかります。地方債の種類によっては、
償還金の一部が交付税措置される有利なものもあります。しかし、あくまで借金で
すので、起債のし過ぎや償還（返済）には慎重かつ計画性が求められます。

県支出金３万円増額　総額　４億２２７０万円

衛生費県補助金　　　　　　　　１５万円増額

（猫不妊・去勢手術助成事業補助金）

教育費県補助金　　　　　　　　１１万円減額

（部活動指導員任用事業費補助金の減額）

繰入金２６１９万円減額　　　　

　　　　　　　　　総額　１２億４００３万円

教育施設整備基金繰入金　　２７１０万円減額

介護保険特別会計繰入金　　　　９０万円増額

諸収入２５３４万円増額　総額　８４４６万円

公有建物災害共済金　　　　　１１３万円計上

コミュニティ助成事業助成金　１８０万円計上

コロナワクチン接種助成金　２２４１万円計上

町債１９６０万円増額

総額１０億２５６０万円

おもな歳入補正

おもな補正
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イベント事業計画策定業務委託　１３１万円計上

（みのぶまつりの新たな形態の計画策定費用）

コミュニティ助成事業補助金　　１８０万円計上

（対象団体：みんなの広場の会）

みのぶ自然の里管理費　　　　　１１３万円計上

（自然の里火災よる破損箇所修繕費用）

特定世帯物価高騰対策臨時給付金

　　　　　　　　　　　　　　３１１０万円計上

（対象世帯３１１世帯×１０万円）

身延支所管理費　　　　　　　　４６９万円増額

（玄関スロープ手摺設置・屋上防水補修工事費用）

議案第６４号　家庭的保育事業等の設備及び運
営の基準を定める条例一部改正

議案第６５号　個人番号の利用に関する条例一
部改正

同意第3号　名誉町民選定について

名誉町民に望月靖允氏を選定したいの
で議会の同意が必要であるため

※1万円未満は切り捨て表記

望 月 靖 允 氏

ギカイのギモン ◇条例ってナニ？
※条例とは、地方公共団体内（身延町内）で適用される自治立法のこと。地方議会
により制定され上位法令である国の法令に違反しない範囲で定められます。法令に
より制定が必要とする条例は、国の法令が変わればそれに準じて改正が必要となり
ます。名誉町民条例などは、任意条例となり国の法令が全く規制しない領域となり
ます。ちなみに、国会によって制定される法を『法律』といいます。

※望月靖允氏の寄附による緞帳

衛生費【保健衛生費】の増額

予防接種事業費　　　　　　　３２３５万円計上

（高齢者新型コロナウイルスワクチン予防接種業務）

その他予防費　　　　　　　　　８２４万円計上

（地域医療連携推進法人負担金）

ギカイのギモン
◇地域医療連携推進法人ってナニ？
※地域医療連携推進法人とは、人口減少による医療従事者
の確保、病院経営などが困難になりつつある身延町・早川
町・南部町の３町が連携して将来の地域医療の在り方を構
築するための法人（県知事が認定）

農林水産業費【農業費】の増額

農業振興事業費　　　　　　　　　５７万円計上

（西嶋水稲栽培㏚業務委託など）

あけぼの大豆拠点施設管理費　　１３０万円計上

（拠点施設水道設備修繕費用）

教育費【社会教育費】の増額

公民館運営事業費　　　　　　　　　６万円計上

（集落公民館整備費補助金 対象集落：清子区）

諸支出金【基金費】の増額

ふるさと応援基金費　　　　　　１００万円計上

（ふるさと応援基金へ積立）

ギカイのギモン
◇そもそも補正予算ってナニ？

※町の予算は、前年度の１０月頃より検討を重ね、３月定
例会で当初予算として承認されます。しかし、４月以降に
人事異動が生じたり、新たな要求や緊急事態に対応するた
めに編成される追加や修正の予算のことを補正予算といい
ます。予見し難い事態への適切な対応を可能とします。

総務費【企画事業費】の増額

名誉町民選定

やすみつ

おもな条例改正

おもな歳出補正

令和6年
第2回定例会
（6月10日～14日）

会期5日間

令和6年
第2回定例会
（6月10日～14日）

会期5日間
条例改正案２件・補正予算案７件・人事同意１件　

　合計10議案

議案第66号　令和６年度一般会計補正予算（第２号）
歳入歳出　　　　　　7966万3千円
歳入歳出合計　98億9163万7千円
歳入歳出　　　　　　7966万3千円
歳入歳出合計　98億9163万7千円

地方債の補正

旧合併特例事業債　

補正後の限度額９３４０万円（７１０万円追加）

・中山間地域総合整備事業負担金

　　　　　　　　　　　　　２０００万円減額

・中学校建設事業　　　　　２７１０万円充当

（旧身延中学校校舎解体工事費に充当）

国庫支出金５５万円増額

　　　　　　　　　　総額　８億５３６８万円

教育費国庫補助金　　　　　　　５５万円増額

寄付金１００万円増額

　　　　　　　　　　総額　　　１１１３万円

繰越金５９２５万円増額

総額　４億１９８２万円

増 額増 額

おもな議案の説明

※１万円未満は切り捨て表記

※１万円未満は切り捨て表記

いずれも原案可決

地方債の補正２

緊急自然災害防止対策事業債　

補正後の限度額５４００万円（１２５０万円追加）

・小規模治山事業　　　　　　１２５０万円充当

（清住地内小規模治山工事費に充当）

ギカイのギモン ◇地方債ってナニ？
※自治体が資金（財源）を調達（確保）するために発行する債権のこと（いわゆる借金）
道路や公共施設などは、建設後も将来にわたって使用するため、１会計年度を超え
て借り入れを行ない財政的負担の平準化をはかります。地方債の種類によっては、
償還金の一部が交付税措置される有利なものもあります。しかし、あくまで借金で
すので、起債のし過ぎや償還（返済）には慎重かつ計画性が求められます。

県支出金３万円増額　総額　４億２２７０万円

衛生費県補助金　　　　　　　　１５万円増額

（猫不妊・去勢手術助成事業補助金）

教育費県補助金　　　　　　　　１１万円減額

（部活動指導員任用事業費補助金の減額）

繰入金２６１９万円減額　　　　

　　　　　　　　　総額　１２億４００３万円

教育施設整備基金繰入金　　２７１０万円減額

介護保険特別会計繰入金　　　　９０万円増額

諸収入２５３４万円増額　総額　８４４６万円

公有建物災害共済金　　　　　１１３万円計上

コミュニティ助成事業助成金　１８０万円計上

コロナワクチン接種助成金　２２４１万円計上

町債１９６０万円増額

総額１０億２５６０万円

おもな歳入補正

おもな補正
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施
し
た
。

　

広
く
明
る
い
教
室
で
生
徒
達
が

和
や
か
に
勉
学
に
励
む
様
子
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
報
告
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
授
業
風
景
）

総
務
課
関
係

伊��

藤
達
美
委
員　

み
の
ぶ
自
然
の

里
の
火
災
に
対
す
る
公
有
建
物

災
害
共
済
金
は
、
ど
こ
か
ら
支

払
わ
れ
る
の
か
。

答��　

全
国
自
治
協
会
か
ら
支
払
わ

れ
る
。

　
　企

画
政
策
課
関
係

◎
み
の
ぶ
ま
つ
り
に
つ
い
て

遠��

藤
公
久
委
員　

こ
れ
ま
で
の
み

の
ぶ
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
変
更

と
聞
く
が
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
計

画
を
策
定
す
る
の
か
、
あ
る
程

度
の
方
向
性
が
決
ま
っ
て
い
て

計
画
を
策
定
す
る
の
か
。

答��　

あ
け
ぼ
の
大
豆
を
中
心
に
10

月
に
実
施
の
方
向
。
そ
れ
以
外

は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
計
画
策

定
と
な
る
。

伊��

藤
達
美
委
員　

ど
の
よ
う
な
委

託
事
業
者
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

答��　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
予

定
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

実
施
運
営
の
実
績
が
あ
り
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
あ
る
事
業
者
を
想
定

し
て
い
る
。

伊��

藤
達
美
委
員　

過
去
の
反
省
点

を
も
と
に
町
が
計
画
を
検
討
し

た
ら
ど
う
か
。

答��　

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
町

の
何
に
興
味
を
持
っ
て
訪
れ
て

も
ら
え
る
か
が
重
要
で
あ
り
、

専
門
的
知
見
を
持
っ
て
支
援
し

て
も
ら
い
計
画
を
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

伊��

藤
達
美
委
員　

イ
ベ
ン
ト
を
一

カ
所
で
は
な
く
年
度
毎
に
場
所

を
変
え
る
こ
と
も
検
討
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

答��　

10
月
は
各
所
で
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
る
月
と
な
り
、
実
施

は
土
・
日
曜
日
に
な
る
。
２
～

３
週
間
を
ま
つ
り
の
期
間
と
し

て
他
会
場
・
イ
ベ
ン
ト
と
連
携

し
た
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山��

下
利
彦
委
員　

み
の
ぶ
ま
つ
り

を
中
止
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た

原
因
は
な
に
か
。

答��　

み
の
ぶ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
で
終

了
し
、
７
年
度
か
ら
は
町
の
資

源
を
活
用
し
、
町
外
か
ら
多
く

の
人
を
呼
び
込
み
町
民
も
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
よ
り

大
き
な
活
力
を
創
出
す
る
イ
ベ

常任委員会レポート
　委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置された議会の内部機関です。
常任委員会、議会運営委員会、特別委員会があり、設置は条例で定められています。現在設置されている常任委
員会は、予算決算常任委員会、総務産業建設常任委員会、教育厚生常任委員会の３委員会です。委員会では、付
託された議案について、質疑等により所管課から説明を受け、審査を行ないます。審査が終わると採決が行なわれ、
委員会としての賛否が決定し、再び本会議での議題となります。
　ここではその審査内容を掲載しています。
　尚、委員会で質問された内容のすべてが掲載されているわけではありません。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

　

伊
藤
雄
波

▼
議
案
第
66
号

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
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総
務
課
関
係

渡��

辺
文
子
議
員　

個
人
番
号
の
利

用
範
囲
と
し
て
町
長
又
は
教
育

委
員
会
と
あ
る
が
、
委
員
会
で

利
用
す
る
事
務
は
あ
る
の
か
。

答��　

実
施
機
関
と
し
て
委
員
会
を

条
文
に
明
記
。
利
用
す
る
事
務

が
生
じ
た
段
階
で
別
表
に
明
記

す
る
。

子
育
て
支
援
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

家
庭
的
保
育
事

業
は
無
し
と
認
識
し
て
い
る
が
、

今
後
設
置
予
定
は
。

答��　

設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

保
険
証
を
所
持
し
て
い
な
い
被

保
険
者
に
は
被
保
険
者
証
と
同

様
に
使
用
で
き
る
資
格
確
認
書

を
交
付
す
る
機
能
等
追
加
に
よ

る
改
修
で
あ
る
。

福
祉
保
健
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

介
護
給
付
費
負

担
金
の
還
付
金
が
高
額
に
な
っ

て
い
る
の
は
。

答��　

国
庫
負
担
基
本
額
の
国
の
算

定
方
法
は
、
前
前
年
度
の
実
績

額
に
過
去
３
年
間
の
伸
び
率
の

最
大
値
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
。

基
本
的
に
交
付
申
請
の
み
で
所

要
額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、

財
政
上
の
理
由
等
に
よ
り
や
む

を
え
ず
追
加
交
付
を
希
望
す
る

場
合
の
み
変
更
申
請
が
可
能
で
、

そ
の
他
の
場
合
は
、
実
績
報
告

に
お
い
て
返
還
ま
た
は
精
算
交

付
と
な
る
の
で
、
実
績
額
を
算

出
し
た
結
果
で
あ
る
。

質
疑
無
し

産
業
課
関
係

望��

月
悟
良
委
員　

水
稲
栽
培
Ｐ
Ｒ

事
業
と
は
。

答��　

米
の
献
穀
に
関
す
る
業
務
で
、

県
内
か
ら
献
納
し
て
い
る
も
の

で
本
町
が
担
当
と
の
連
絡
を
受

け
農
業
委
員
会
の
役
員
を
中
心

と
し
た
団
体
に
業
務
を
委
託
す

る
。
水
稲
栽
培
を
地
域
ぐ
る
み

で
展
開
す
る
こ
と
で
将
来
の
担

い
手
確
保
へ
繋
げ
る
良
い
機
会

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

身
延
支
所
関
係

遠��

藤
公
久
委
員　

屋
根
防
水
補
修

工
事
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
予
防
保
全
工

事
な
の
か
、
雨
漏
り
に
よ
る
緊

急
的
な
補
修
工
事
か
。

答��　

緊
急
的
な
補
修
工
事
で
あ
る
。

町
民
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体

化
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費
の

内
容
は
。

答��　

本
年
12
月
２
日
に
マ
イ
ナ
保

険
証
に
移
行
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
改
修
費
で
あ
る
。
マ
イ
ナ

望��

月
悟
良
委
員　

３
町
の
負
担
割

合
は
。

答��　

山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合
と

同
じ
割
合
と
な
っ
て
お
り
、
均

等
割
10
％
、
人
口
割
90
％
で
あ

る
。

伊��

藤
達
美
委
員　

地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
と
な
る
予
定
の
一
般

社
団
法
人
は
設
立
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
事
務
所
は
ど
こ
に
。

答��　

今
週
中
に
法
人
登
記
が
完
了

す
る
見
通
し
、
事
務
所
は
中
富

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
予
定
で

あ
る
。

遠��

藤
公
久
委
員　

地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
が
認
め
ら
れ
た
場
合

は
、
県
か
ら
補
助
金
が
受
け
ら

れ
る
の
か
。

答��　

６
月
末
の
県
の
審
議
会
で
認

め
ら
れ
た
ら
受
け
ら
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。

観
光
課
関
係

渡��

辺
文
子
委
員　

観
光
資
源
魅
力

ア
ッ
プ
事
業
（
み
の
ぶ
自
然
の

里
管
理
費
）
の
内
容
は
。

答��　

和
紙
工
房
及
び
陶
芸
工
房
の

修
繕
費
を
計
上
。
財
源
は
公
有

建
物
災
害
共
済
の
保
険
適
用
を

見
込
ん
で
い
る
。

ン
ト
に
し
た
い
と
決
定
し
た
た

め
。　
　

福
祉
保
健
課
関
係

◎
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

田��

中
一
泰
委
員　

高
齢
者
予
防
接

種
と
は
、
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種

か
。
接
種
は
強
制
な
の
か
。

答��　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予

防
接
種
で
、
65
歳
以
上
の
方
が

対
象
で
強
制
で
は
な
い
。

田��

中
一
泰
委
員　

接
種
人
数
は
何

人
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答��　

２
７
０
０
人
で
、
令
和
５
年

秋
開
始
接
種
者
数
を
も
と
に
し

て
い
る
。

◎
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
に
つ
い
て

望��

月
悟
良
委
員　

地
域
医
療
連
携

　

推
進
法
人
負
担
金
８
２
４
万
１

　

０
０
０
円
の
使
途
内
容
は
。

答��　

医
療
機
関
間
の
具
体
的
な
役

割
分
担
の
在
り
方
の
検
討
、
職

員
の
交
流
機
会
と
し
て
、
共
通

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
職
員
研
修

の
企
画
・
実
施
、
そ
の
他
連
携

に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

期
待
し
て
医
療
消
耗
品
・
診
療

材
料
等
の
共
同
購
入
事
業
な
ど

に
取
り
組
む
た
め
の
費
用
で
あ

る
。

▼
議
案
第
67
号

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
71
号

令
和
６
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
69
号

令
和
６
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
65
号

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
議
案
第
64
号

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
の
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

総
務
産
業
建
設

　
　
　
　
　

常
任
委
員
会

委
員
長　

伊
藤
達
美

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

田
中
一
泰
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４
月１

日　

身
延
町
辞
令
交
付
式

　
　
　

身
延
町
味
噌
加
工
施
設
開
所
式

２
日　

第
４
回
議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
第
78
号
）

４
日　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
正
副
委
員
長
最
終
確
認

５
日　

町
内
各
小
学
校
入
学
式

８
日　

身
延
中
学
校
入
学
式

11
日　

峡
南
広
域
行
政
組
合
新
庁
舎
建
設
祈
願
祭

19
日　

議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
・
意
見
交
換
会

20
日　

初
区
長
会
（
３
地
区
合
同
開
催
）

22
日　

第
24
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

24
日　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

25
日　

山
梨
県
総
合
計
画
県
政
課
題
説
明
会

５
月10

日　

第
３
回
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
３
回
議
員
全
員
協
議
会　
　
　
　
　

11
日　

町
民
と
議
員
と
の
懇
談
会
（
中
富
地
区
）

14
日　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　

町
村
議
会
運
営
委
員
長
会
議

15
日　

青
少
年
育
成
身
延
町
民
会
議
定
期
総
会

18
日　

町
民
と
議
員
と
の
懇
談
会
（
下
部
地
区
）

21
日
～
22
日　

町
村
議
会
正
副
議
長
全
国
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

22
日　

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

峡
南
広
域
行
政
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

飯
富
病
院
組
合
議
会
臨
時
会

25
日　

町
民
と
議
員
と
の
懇
談
会
（
身
延
地
区
）

27
日　

第
25
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

28
日　

第
４
回
議
会
運
営
委
員
会

29
日　

功
労
者
表
彰
式
・
町
村
議
員
研
修
会

６
月３

日　

第
４
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

第
１
回
議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
第
79
号
）

10
日
～
14
日　

第
２
回
定
例
会

16
日　

身
延
山
御
入
山
行
列

21
日　

第
２
回
議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
第
79
号
）

24
日　

第
26
回
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

日　

時　

令
和
６
年
５
月
29
日
（
水
）

場　

所　

山
梨
県
自
治
会
館

山
梨
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰（
在
職
10
年
以
上
）

　

上
田　

孝
二　

議
長

　

田
中　

一
泰　

議
員

　

広
島　

法
明　

議
員

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
特
別
功
労
者

　

上
田　

孝
二　

議
長

研
修
内
容

　
「
こ
れ
か
ら
の
町
村
議
会
議
員
の
あ
り
方
」

　
自
治
功
労
者
表
彰
式
・

　
　
　
　
町
村
議
会
議
員
研
修
会

 

◎
主
な
議
会
の
動
き
　【
令
和
６
年
４
〜
６
月
】

6 月 16日　身延山御入山行列
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議案に対する賛否議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

上
田　

孝
二

伊
藤　

達
美

渡
辺　

文
子

野
島　

俊
博

広
島　

法
明

田
中　

一
泰

望
月　

悟
良

伊
藤　

雄
波

佐
野　

知
世

山
下　

利
彦

佐
野　
　

昇

深
山　

光
信

遠
藤　

公
久

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○

●報告 
報告第８号 
報告第９号 
報告第10号 
●条例の一部改正 

議案第64号

 議案第65号 

●補正予算 
議案第66号 
議案第67号 
議案第68号 
議案第69号 
議案第70号 
議案第71号 
議案第72号 
●人事案件 
同意第３号 
●報告 

報告第２号
 
報告第３号
 
報告第４号 

報告第５号 

報告第６号 

報告第７号 

●補正予算 
議案第56号 
議案第57号 
●財産の取得 
議案第58号 
●契約及び変更契約 
議案第59号 

議案第60号 

議案第61号 
議案第62号 
議案第63号

令和5年度身延町一般会計継続費精算報告書について
令和5年度身延町一般会計繰越明許費繰越計算書について
令和5年度身延町一般会計事故繰越し繰越計算書について

身延町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準を定め
る条例の一部を改正する条例について
身延町個人番号の利用に関する条例の一部を改正する
条例について

令和6年度身延町一般会計補正予算（第2号）
令和6年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
令和6年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
令和6年度身延町介護保険特別会計補正予算（第1号）
令和6年度身延町介護サービス事業特別会計補正予算（第1号）
令和6年度身延町水道事業会計補正予算（第1号）
令和6年度身延町下水道事業会計補正予算（第2号）

身延町名誉町民の選定について

専決処分の承認を求めることについて
（身延町税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（身延町税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（身延町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（身延町過疎地域持続的発展対策のための固定資産税
の免除に関する条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（身延町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
　運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（令和5年度身延町一般会計補正予算（第10号））

令和6年度身延町一般会計補正予算（第1号）
令和6年度身延町下水道事業会計補正予算（第1号）

財産の取得について（消防ポンプ自動車1台）

旧身延中学校校舎等解体工事請負契約について
身延町道の駅「西嶋和紙の里（仮称）」24時間トイレ
新築工事請負契約について
身延町西嶋和紙の里駐車場改修工事請負契約について
身延町西嶋和紙の里改修工事請負契約について
ヤマメの里撤去工事請負契約の一部変更について

●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

第
２
回
定
例
会
（
６
月
10
日
〜
14
日
）

第
２
回
臨
時
会
（
５
月
14
日
）

報告のみ

内容については、P5～P7の「第2回臨時会議案説明」及び「第2回定例会議案説明」をご覧ください。
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一　般　質　問一　般　質　問
一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策
的提言や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策
について報告を求めたり問い質したりすることもあります。質問の範囲は、町の行
財政全般（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民
生活に密接している事項など多岐にわたっています。

　人の議員が登壇5人の議員が登壇

※ここに掲載の順位は質問の通告順によります。
※紙面の関係上、掲載の内容は質問を要約し掲載しています。すべての項目は各議員のQRコードからYouTube　　に
　アクセスしてご覧ください。下記の写真は過去のYouTube の映像の静止画です。

１　伊藤達美　議員………………13ページ
①　相続登記の義務化と地籍調査について
②　身延町の医療と飯富病院のあり方は
③　介護老人保健施設「峡南ケアホームいいとみ」の
　　運営と今後について
④　健康増進施設しもべの湯への来場者の町内観光地
　　への誘導について
⑤　道の駅として再スタートする西嶋和紙の里の集客
　　力を高める方策

２　山下利彦　議員………………14ページ
①　消滅可能性のある峡南３町の医療・介護行政につ
　　いて
②　子育て支援の「こども誰でも通園制度」について
③　身延町の住宅政策について

３　遠藤公久　議員………………15ページ
①　コロナワクチン廃棄状況と感染対策備品に
　　ついて
②　しだれ桜の里事業について
③　行政・観光・教育のDX化について
④　日常生活に潜む危険への対策について
⑤　旧身延中学校校舎解体事業について

４　佐野知世　議員………………16ページ
①　町の環境負荷低減事業活動推進について
②　老朽化した町営住宅の再建計画について
③　身延町におけるデジタル田園都市国家構想について

５　渡辺文子　議員………………17ページ
①　投票所の再編計画について
②　災害対応力を強化する女性の視点について
③　リサイクル推進及びごみ減量化について
④　しもべの湯の送迎について

〇一般質問傍聴人数
　13人の皆様が熱心に傍聴されました。お忙
しい中、傍聴頂きありがとうございました。次
の定例会は令和6年9月に開催予定です。どな
たでも傍聴できます。議会の傍聴にぜひお越し
下さい。詳細日程は議会情報のウェブサイト等
でお知らせ致します。

　　　　　　議会情報サイト→

町政のあり方について質問　6月11日
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問��　

峡
南
南
部
地
域
医
療
体
制
等

調
査
業
務
報
告
書
の
概
要
は

福��

祉
保
健
課
長　

報
告
書
に
は
、

課
題
と
し
て
、
五
つ
の
項
目
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
医
療
・

介
護
需
要
の
減
少
②
医
療
従
事

者
の
不
足
③
財
務
的
持
続
可
能

性
④
患
者
ニ
ー
ズ
と
医
療
提
供

体
制
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
⑤
へ
き
地

医
療
支
援
体
制
の
将
来
の
在
り

方
。
以
上
の
５
項
目
が
課
題
と

し
て
抽
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
応

す
る
解
決
案
が
そ
れ
ぞ
れ
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
解
決
案
全
体

に
共
通
す
る
の
は
、「
２
病
院

（
公
益
財
団
法
人
身
延
山
病
院

と
一
部
事
務
組
合
飯
富
病
院
）

が
連
携
し
、
適
切
に
機
能
集

約
・
機
能
分
化
を
図
る
こ
と
で
、

効
率
的
な
医
療
・
介
護
の
提
供

体
制
を
目
指
す
」
と
い
う
も
の
。

２
病
院
の
規
模
や
病
床
機
能
は

類
似
し
て
い
て
、
こ
れ
を
将
来

需
要
の
見
込
み
に
合
わ
せ
な
が

ら
、
段
階
的
に
機
能
集
約
・
機

能
分
化
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
峡
南
南

部
地
域
の
医
療
提
供
体
制
を
将

来
的
に
確
保
し
て
い
く
と
い
う

内
容
で
あ
る
。

　

��　

報
告
書
は
そ
の
た
め
の
有
効

手
段
と
し
て
、
経
営
形
態
の

変
更
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
。
現
状
は
、
一
部
事
務
組
合

立
の
飯
富
病
院
と
公
益
財
団
法

人
が
設
置
す
る
身
延
山
病
院
と

い
う
２
病
院
・
２
法
人
体
制
だ

が
、
連
携
強
化
の
た
め
の
経
営

形
態
の
変
更
案
と
し
て
７
つ
の

プ
ラ
ン
が
比
較
検
討
さ
れ
、
そ

の
う
ち
、
有
効
な
も
の
と
し
て

プ
ラ
ン
１
か
ら
プ
ラ
ン
３
ま
で
、

３
つ
の
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
て
い

る
。
プ
ラ
ン
１
は
、
２
病
院
が

公
的
病
院
に
な
り
、
地
方
独
立

行
政
法
人
化
す
る
も
の
。
プ
ラ

ン
２
は
、
２
病
院
が
公
的
病
院

と
な
り
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
も
の
。　

プ
ラ
ン
３

は
、
飯
富
病
院
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
も
の
。　
　

　

��　

以
上
が
、
調
査
業
務
の
成
果

と
し
て
作
成
し
た
報
告
書
の
概

要
で
あ
る
。
こ
の
調
査
業
務
の

目
的
は
、
今
後
の
峡
南
南
部
地

域
に
お
け
る
医
療
体
制
の
在
り

方
や
２
病
院
の
連
携
方
策
な
ど
、

課
題
解
決
の
た
め
の
検
討
に
向

け
た
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
。

従
っ
て
、
例
え
ば
２
病
院
の
経

営
形
態
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、

有
効
な
３
つ
の
プ
ラ
ン
の
内
か

ら
い
ず
れ
か
を
選
択
し
実
施
に

移
す
と
決
め
る
も
の
で
は
な
い
。

問��　

飯
富
病
院
の
経
営
の
実
態
は

福��

祉
保
健
課
長　

飯
富
病
院
事
業

会
計
の
損
益
計
算
書
に
よ
る

と
、
令
和
３
年
度
の
当
年
度
純

利
益
は
５
２
０
７
万
６
７
９
５

円
の
赤
字
決
算
で
、
令
和
４
年

度
は
４
９
７
４
万
９
０
３
８
円

の
赤
字
決
算
。
令
和
５
年
度
は
、

４
億
３
２
２
０
万
８
６
６
０
円

の
赤
字
決
算
と
な
る
見
込
み
。

　

��　

赤
字
基
調
が
続
く
き
わ
め
て

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
特
に
、

令
和
５
年
度
は
、
看
護
師
不
足

か
ら
病
床
数
を
73
床
か
ら
25
床

と
し
、
48
床
を
休
床
し
た
こ
と

か
ら
、
入
院
収
益
が
激
減
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
た
の
で
、

経
営
に
つ
い
て
心
配
し
て
い
た
。

　

��　

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
編

成
に
当
た
り
、
病
院
側
か
ら
、

運
営
資
金
が
非
常
に
厳
し
い
の

で
繰
入
金
の
増
額
の
申
し
入
れ

が
あ
り
、
構
成
町
の
早
川
町
と

も
協
議
し
病
院
へ
の
負
担
金
を

大
き
く
見
直
し
た
。
令
和
５
年

度
の
当
初
予
算
で
は
、
両
町
合

計
で
５
５
０
６
万
４
０
４
円

の
負
担
金
を
計
上
し
て
い
た
が
、

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、

両
町
合
計
で
１
億
８
５
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。
約

１
億
３
０
０
０
万
円
の
増
額
と

な
る
。

　

��　

こ
れ
か
ら
の
経
営
の
見
通
し

は
、
構
成
町
の
早
川
町
と
も
ど

も
非
常
に
憂
慮
し
て
い
る
。
病

院
側
に
は
今
ま
で
と
同
じ
こ
と

を
す
る
の
で
は
な
く
、
収
益
が

少
し
で
も
上
が
る
取
り
組
み
を

す
る
よ
う
要
請
し
た
。

答

問 峡南南部地域医療体制等調査業務報告書では、町内の病院の在
り方についてどのように言及されているのか

現状 2病院・2法人体制（公益財団法人身延山病院、
一部事務組合飯富病院）だが、持続的で効率的な医
療の提供を目指すため、経営形態の方向性を検討し
ている（福祉保健課長）

　身延町の医療と飯富病院の在り方は

伊
い と う

藤　達
た つ み

美 議員

身
延
町
の
医
療
と
飯
富
病
院

の
在
り
方
は

【飯富病院】　原村などの９つの旧村で構成される国民健康保険直営

病院一部事務組合として昭和28年10月に設立され、29年８月よ

り診療を開始した。昭和55年に現在の病院が新たに建設され、平

成７年には現在の老人保健施設ができた。当時の病床数は病院が

97床、老人保健施設が54床であった。平成16年には町村合併に

より身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合に改称した。平

成21年から23年にかけて増改築工事や耐震補強工事が行われた。
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問�　

峡
南
南
部
地
域
医
療
連
携
体

制
構
築
を
目
的
と
し
た
基
本
方

針
が
令
和
５
年
12
月
議
会
に
提

出
さ
れ
た
。
人
口
減
少
対
策
及

び
、
若
者
の
移
住
定
住
政
策
と

し
て
医
療
介
護
の
充
実
体
制
は

重
要
な
環
境
条
件
で
あ
る
。
連

携
の
形
態
な
ど
住
民
へ
の
周
知

や
要
望
・
意
見
が
反
映
さ
れ
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
か
。

福�

祉
保
健
課
長　

医
療
連
携
の
具

体
的
な
中
身
を
検
討
す
る
際
の

ベ
ー
ス
を
「
医
療
連
携
の
基
本

方
針
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を

指
針
と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
も
の
。
町
民
へ

説
明
し
意
見
等
を
伺
う
べ
き
具

体
的
な
内
容
を
伴
う
も
の
で
は

な
い
。

問�　

入
所
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
を
目

指
す
県
の
介
護
政
策
な
ど
、
老

人
保
健
施
設
の
今
後
そ
の
需
要

は
増
加
し
役
割
は
高
ま
っ
て
い

く
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の
求
め

る
医
療
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
が

維
持
さ
れ
、
町
の
消
滅
へ
の
流

れ
を
止
め
る
た
め
の
連
携
を
定

め
た
基
本
方
針
を
実
現
す
る
新

体
制
は
い
つ
ま
で
に
構
築
す
る

の
か
。

福�

祉
保
健
課
長　

基
本
方
針
は
総

論
で
あ
り
、
今
後
各
論
の
協
議

に
入
る
段
階
で
あ
る
た
め
、
現

時
点
で
経
営
統
合
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
を
話
す
段
階
に
は

な
い
。

再�

質
問　

15
年
前
に
も
国
の
調

査
が
行
わ
れ
、
医
療
機
関
の

役
割
分
担
、
再
編
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
計
画
な
ど
が
調
査
対

象
と
な
っ
た
が
そ
の
後
、
特
に

目
立
っ
た
動
き
は
な
い
。
今
後
、

協
議
会
に
お
い
て
、
ど
こ
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、
事

業
を
推
進
す
る
の
か
。

福�

祉
保
健
課
長　

ど
こ
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
は
な
く
、
協
議
会

に
参
加
す
る
多
種
多
様
な
利
害

関
係
者
間
で
意
見
を
調
整
し
、

集
約
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

問�　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

が
26
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ

る
。
育
児
負
担
軽
減
策
と
し
て

子
育
て
世
代
か
ら
期
待
が
高
い

こ
と
か
ら
23
年
に
前
倒
し
し
て

い
る
自
治
体
は
全
国
で
１
５
０

市
町
村
を
数
え
る
。
ま
た
、
25

年
ま
で
は
こ
の
制
度
を
利
用
す

れ
ば
、
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
。

子
育
て
支
援
の
新
制
度
に
い
ち

早
く
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え

る
が
。

子�

育
て
支
援
課
長　
「
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
」
の
国
が
示
す

試
行
的
事
業
の
補
助
基
準
を
本

町
の
現
状
に
照
ら
し
合
わ
せ
た

場
合
、現
在
実
施
し
て
い
る「
一

時
預
か
り
事
業
」
お
よ
び
地
域

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の
併
用

が
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
適
合

す
る
も
の
と
考
え
る
。
26
年
度

の
本
格
実
施
に
向
け
、
国
の
動

向
を
注
視
し
身
延
町
の
子
育
て

支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問�　

空
き
家
を
介
し
て
の
移
住
対

策
で
は
限
界
が
あ
る
。
千
葉
県

睦
沢
町
の
住
宅
政
策
は
、
少
子

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
化
を
基
本
理
念
と

し
て
、「
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
」

を
33
棟
建
設
し
、
町
内
へ
の
定

住
促
進
を
促
す
施
設
と
し
て
整

備
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。
特
筆

す
べ
き
は
、
家
賃
を
20
年
間
払

い
続
け
れ
ば
自
分
の
持
ち
家
に

な
る
と
い
う
魅
力
の
あ
る
ア
イ

デ
ア
だ
。
全
戸
が
契
約
済
み
で

約
１
０
０
人
が
既
に
入
居
済
み

だ
。
若
者
の
移
住
を
促
進
す
る

「
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
」
の
建

設
は
、
重
要
な
住
宅
政
策
に
な

る
と
考
え
る
が
。

建�

設
課
長　

身
延
町
地
域
優
良

賃
貸
住
宅
整
備
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
実
施
方
針
（
案
）

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

民
間
事
業
者
へ
の
説
明
会
参
加

募
集
を
し
た
が
、
参
加
者
は
な

か
っ
た
。
今
後
も
、
住
宅
の
建

設
や
宅
地
分
譲
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

再�

質
問　

こ
の
事
業
は
自
治
体
の

強
い
意
志
に
よ
る
先
行
投
資
だ
。

他
の
自
治
体
に
お
い
て
も
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
前
面
に
打
ち
出
し

て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
完
売
し

た
。
人
口
減
少
率
が
県
下
で
最

も
高
い
身
延
町
に
お
い
て
、
危

機
感
を
持
っ
て
成
功
事
例
を
参

考
に
先
行
投
資
の
積
極
的
な
事

業
展
開
が
必
要
と
考
え
る
が
。

建�

設
課
長　

今
後
も
地
域
優
良

賃
貸
住
宅
等
の
建
設
も
視
野
に
、

個
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住
戸

の
建
設
が
可
能
な
宅
地
分
譲
も

検
討
し
て
い
く
。

答

問 人口減少対策として、若者の移住を促進する「地域優良賃貸住宅」
の建設は、自治体の先行投資の重要な住宅政策と考えるが

ＰＦＩ方式を用いて地域優良賃貸住宅の整備事業の
ヒアリングや説明会等への参加申し込みを募集した
が参加企業がない状況である（建設課長）　

　若者の移住定住を促す住宅政策について

山
やました

下　利
としひこ

彦 議員

峡
南
南
部
の
医
療
・
介
護
行
政

人
口
減
少
対
策
の
子
育
て
支
援

人
口
減
少
対
策
の
住
宅
政
策
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問�　

今
年
開
催
の
し
だ
れ
桜
フ
ェ

ス
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
評
価

と
来
年
度
以
降
の
事
業
展
開
及

び
修
正
点
な
ど
に
つ
い
て
は
。

観�

光
課
長　

２
日
間
で
５
５
０
０

人
ほ
ど
を
集
客
し
、
周
辺
施
設

に
も
来
訪
者
が
増
加
す
る
効
果

が
表
れ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
フ
ト

パ
ー
ク
の
し
だ
れ
桜
の
里
の
認

知
効
果
も
あ
っ
た
。
実
施
に
あ

た
り
、
民
間
組
織
が
中
心
と

な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

町
が
連
携
す
る
官
民
協
働
の
取

り
組
み
と
な
っ
た
。
実
施
後
の

検
証
に
お
い
て
、
駐
車
場
の
確

保
に
つ
い
て
は
課
題
が
残
る
も

の
の
、
相
当
の
効
果
が
達
成
で

き
た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
も
引

き
続
き
実
施
す
る
方
向
で
検
討

す
る
。

再�

質
問　

周
辺
施
設
と
は
具
体
的

に
ど
こ
を
指
す
の
か
。
ま
た
、

そ
の
数
字
的
根
拠
は
。

観�

光
課
長　

下
郡
温
泉
駅
周
辺
の

来
訪
者
は
約
１
１
０
０
人
で
、

前
週
の
土
日
と
比
較
す
る
と
1.5

倍
ほ
ど
に
増
加
。
ク
ラ
フ
ト

パ
ー
ク
内
も
、
イ
ベ
ン
ト
実
施

日
は
前
年
度
同
時
期
と
比
べ
て

同
じ
く
約
1.5
倍
の
増
加
、
そ
の

後
の
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
に
は
１
日

平
均
約
１
０
０
０
人
で
、
前
年

度
比
２
倍
近
く
の
増
。
い
ず
れ

も
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
推

計
値
と
な
る
。

問�　

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
可
決

し
た
観
光
資
源
の
魅
力
ア
ッ
プ

事
業
管
理
費
、
点
検
委
託
料
、

し
だ
れ
桜
の
里
事
業
に
つ
い
て

２
２
２
９
万
５
千
円
の
執
行
に

あ
た
り
、
可
能
な
限
り
の
削
減

と
今
後
10
年
の
委
託
料
削
減
計

画
の
明
示
を
求
め
た
附
帯
決
議

へ
の
対
応
は
。

観�

光
課
長　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
業
務
発
注
の
拡
大

や
業
務
内
容
の
精
査
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
工
夫
を
し
な
が
ら

経
費
削
減
を
図
っ
て
い
く
。
附

帯
決
議
を
重
く
受
け
つ
つ
も
、

引
き
続
き
町
を
代
表
す
る
観
光

資
源
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
管

理
と
施
策
を
講
じ
る
。

問�　

ス
マ
ホ
市
役
所
な
ど
、
行
政

Ｄ
Ｘ
化
の
一
助
と
な
る
ア
プ
リ

の
導
入
に
向
け
た
調
査
や
研
究

は
。

企�

画
政
策
課
長　

社
会
の
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
が
進
行
し
て
い
く
中
、

「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
に
対
応

し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開

発
も
進
ん
で
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
よ
る
行
政
手
続
き
の
利

便
性
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化

等
に
向
け
、「
ス
マ
ホ
市
役
所
」

も
含
め
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

等
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問�　

観
光
の
Ｄ
Ｘ
化
も
急
速
に
進

ん
で
お
り
今
年
度
、
身
延
山
観

光
協
会
が
事
業
主
体
と
な
り
、

観
光
の
面
的
Ｄ
Ｘ
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
事
業
の
参

加
希
望
事
業
者
数
な
ど
具
体
的

な
進
捗
状
況
と
業
務
内
容
は
。

観�

光
課
長　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
カ

バ
ー
可
能
な
音
声
案
内
デ
ジ
タ

ル
マ
ッ
プ
を
導
入
し
、
現
在
の

と
こ
ろ
50
事
業
所
近
く
が
参
画

予
定
で
あ
る
。

問�　

観
光
課
と
し
て
本
事
業
へ
の

関
わ
り
方
や
支
援
は
。

観�

光
課
長　

参
加
事
業
者
の
募
集

に
あ
た
り
、
町
の
指
定
管
理
施

設
に
も
参
画
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
多
く
の
来
訪
者
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
町
と
し

な
る
と
い
う
魅
力
の
あ
る
ア
イ

デ
ア
だ
。
全
戸
が
契
約
済
み
で

約
１
０
０
人
が
既
に
入
居
済
み

だ
。
若
者
の
移
住
を
促
進
す
る

「
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
」
の
建

設
は
、
重
要
な
住
宅
政
策
に
な

る
と
考
え
る
が
。

建�

設
課
長　

身
延
町
地
域
優
良

賃
貸
住
宅
整
備
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
実
施
方
針
（
案
）

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

民
間
事
業
者
へ
の
説
明
会
参
加

募
集
を
し
た
が
、
参
加
者
は
な

か
っ
た
。
今
後
も
、
住
宅
の
建

設
や
宅
地
分
譲
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

再�

質
問　

こ
の
事
業
は
自
治
体
の

強
い
意
志
に
よ
る
先
行
投
資
だ
。

他
の
自
治
体
に
お
い
て
も
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
前
面
に
打
ち
出
し

て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
完
売
し

た
。
人
口
減
少
率
が
県
下
で
最

も
高
い
身
延
町
に
お
い
て
、
危

機
感
を
持
っ
て
成
功
事
例
を
参

考
に
先
行
投
資
の
積
極
的
な
事

業
展
開
が
必
要
と
考
え
る
が
。

建�

設
課
長　

今
後
も
地
域
優
良

賃
貸
住
宅
等
の
建
設
も
視
野
に
、

個
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住
戸

の
建
設
が
可
能
な
宅
地
分
譲
も

検
討
し
て
い
く
。

て
も
積
極
的
に
告
知
、
Ｐ
Ｒ
を

行
う
。
運
用
後
は
、
今
後
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
参
考
と
し

て
、
町
も
共
有
し
て
い
く
。

問�　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

と
ど
ま
る
学
校
と
、
学
校
の
Ｄ

Ｘ
化
に
進
化
す
る
学
校
に
２
極

化
し
て
い
る
。
昨
年
、
６
月
定

例
会
一
般
質
問
で
導
入
の
提
案

を
行
っ
た
、
安
心
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
の
ア
プ
リ
の
導
入
、
こ
れ

ら
は
学
校
現
場
で
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
で
学
校
の
通
知
を

送
付
す
る
な
ど
と
い
う
対
応
は
、

本
年
度
よ
り
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
校
務
の
Ｄ
Ｘ
化
と
子

ど
も
た
ち
の
学
び
の
Ｄ
Ｘ
化
に

つ
い
て
、
現
在
の
取
り
組
み
と

今
後
の
対
応
は
。

学�

校
教
育
課
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
引
き
続
き
の
活
用
や
学
校
と

の
意
見
交
換
、
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
や

デ
ジ
タ
ル
教
材
を
よ
り
効
果
的

に
活
用
し
て
い
く
中
で
、
学
習

の
質
を
高
め
、
個
別
最
適
な
学

び
・
協
働
的
な
学
び
の
充
実
や

一
層
の
情
報
活
用
能
力
の
向
上

に
つ
な
げ
る
べ
く
、
更
な
る
活

用
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

問 線路への立ち入りの危険性、町内５箇所の第四種踏切の危険性
の周辺住民や小学校、保育所等への注意喚起については

閉鎖が難しいことから、JR 東海において踏切に注意看板を設
置し、地域に注意喚起をしている。また、保育所および小学
校においては、交通安全教室などの機会をとらえながら踏切
横断のルールを指導学習をしていく（交通防災課長）

　日常生活に潜む危険への対応について

遠
えんどう

藤　公
きみひさ

久 議員

し
だ
れ
桜
の
里
事
業
に
つ

い
て

行
政
・
観
光
・
教
育
の
Ｄ
Ｘ
化
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問�　

記
憶
に
新
し
い
能
登
半
島
地

震
で
耐
震
化
さ
れ
て
な
い
一
般

住
宅
や
店
舗
の
倒
壊
状
況
は
凄

惨
な
も
の
で
あ
り
、
被
災
者
は

避
難
施
設
か
ら
仮
設
住
宅
に
入

居
し
た
く
て
も
、
そ
の
数
は
と

て
も
満
た
さ
れ
る
に
は
程
遠
い

も
の
だ
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。

　

�　

入
居
不
可
能
な
町
営
住
宅
は

77
戸
あ
る
。
住
宅
困
窮
者
や
移

住
希
望
者
に
も
住
宅
は
も
ち
ろ

ん
必
要
だ
が
、
起
こ
り
う
る
大

震
災
等
に
よ
り
住
居
が
喪
失
し

た
被
災
者
に
も
入
居
で
き
る
住

宅
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
改
め

て
再
建
計
画
は
あ
る
か
。

建�

設
課
長　

公
営
住
宅
制
度
は
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
、
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
に

足
り
る
住
宅
を
整
備
し
、
こ
れ

を
住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者

に
対
し
て
低
廉
な
家
賃
で
賃
貸

し
、
国
民
生
活
の
安
定
と
社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
公
営
住
宅
の
設

置
管
理
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

災
害
被
災
者
用
の
公
営
住
宅
を

事
前
に
建
設
整
備
す
る
こ
と
は

困
難
と
考
え
る
。
被
災
者
の
住

ま
い
に
関
す
る
現
行
の
制
度
に

お
い
て
は
、
応
急
仮
設
住
宅
の

建
設
が
基
本
と
な
り
そ
れ
に
代

わ
る
民
間
賃
貸
住
宅
の
借
上
げ

に
よ
る
供
与
や
法
の
対
象
外
で

あ
る
。
市
町
村
の
行
政
財
産
で

あ
る
公
営
住
宅
の
空
き
住
戸
の

目
的
外
使
用
に
よ
る
活
用
も
積

極
的
に
図
る
こ
と
が
出
来
る
た

め
、
被
災
時
に
は
そ
の
よ
う
な

対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問�　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
の

中
の
観
光
資
源
の
魅
力
ア
ッ
プ

と
環
境
整
備
に
よ
る
観
光
産
業

の
拡
大
と
し
、
観
光
情
報
サ
イ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

に
よ
り
観
光
客
層
の
取
り
込
み

を
推
進
す
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

下
部
温
泉
の
活
性
化
に
向
け
た

取
組
と
し
て
の
「
新
・
湯
治
」

と
は
ど
の
よ
う
な
施
策
が
考
え

ら
れ
る
か
。

観�

光
課
長　
「
新
・
湯
治
」
と
は
、

環
境
省
が
提
唱
す
る
温
泉
地
の

活
性
化
に
向
け
た
概
念
で
、
温

泉
地
に
は
多
様
な
自
然
、
歴
史
、

文
化
、
食
な
ど
様
々
な
魅
力
が

詰
ま
っ
て
お
り
、
湯
治
と
共
に

こ
う
し
た
地
域
資
源
を
来
訪
客

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
温
泉

地
で
の
滞
在
を
通
し
て
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
と

も
に
、
温
泉
地
自
体
の
賑
わ
い

を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
い

て
は
下
部
温
泉
を
含
め
た
観
光

周
遊
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

�　

身
延
町
に
は
身
延
山
、
本
栖

湖
な
ど
の
景
勝
地
、
特
産
品
に

加
え
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
和
紙
作
り
体
験

な
ど
、
多
様
か
つ
豊
富
な
観
光

資
源
を
有
し
て
い
る
の
で
下

部
温
泉
郷
と
の
連
携
に
よ
り
、

「
新
・
湯
治
」
の
取
り
組
み
が

可
能
な
地
域
で
あ
り
、
特
に
身

延
山
で
の
精
神
修
養
に
よ
る
心

の
癒
し
と
、
下
部
温
泉
で
の
身

体
の
癒
し
に
よ
り
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
ウ
ェ
ル

ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
提
供
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

�　

下
部
温
泉
に
お
い
て
も
主
体

的
な
取
組
と
し
て
、
検
討
頂
き

た
い
。

他
の
質
問
事
項

�・
町
の
農
業
に
よ
る
環
境
負
荷
低

　

減
事
業
活
動
推
進

答

問 身延地区、中富地区の一部に建てられた町営住宅は経年劣化等によ
り入居不可能であるが、再建計画はあるか

現在管理している町営・町有住宅 15 団地の内６団地は
昭和 30 ～ 50 年代に建築された木造戸建ての住宅で、老
朽化のため募集停止を行っており、戸建住宅は入居者が
退去した時点で解体除却をしている（建設課長）

　老朽化した町営住宅の再建計画について

佐
さ の

野　知
ち せ い

世 議員

被
災
者
も
入
居
で
き
る
住
宅
を

「
新
・
湯
治
」
と
は

身延地区町営住宅（下山・東団地）下部温泉郷
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問�　

町
内
に
あ
る
20
箇
所
の
投
票

所
を
半
分
に
す
る
計
画
に
は
賛

成
で
き
な
い
。
投
票
の
権
利
を

奪
う
事
に
つ
な
が
る
の
で
も
っ

と
慎
重
な
対
応
が
必
要
と
こ
れ

ま
で
も
言
っ
て
き
た
。
鳥
取
県

智
頭
町
で
は
、
投
票
所
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
投
票

所
の
立
ち
会
い
に
オ
ン
ラ
イ
ン

実
施
の
検
討
を
し
て
い
る
。
立

会
人
の
確
保
に
つ
い
て
苦
労
が

あ
る
の
は
理
解
を
す
る
が
、
投

票
の
権
利
を
ど
う
保
障
す
る
の

か
大
切
な
こ
と
。
第
１
回
定
例

会
以
降
の
取
り
組
み
と
今
後
の

計
画
は
。

選�

挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
行
い
意
見
の
募
集

を
し
た
が
無
か
っ
た
。
そ
の
後

選
挙
管
理
委
員
会
を
開
催
し
、

７
月
１
日
付
で
身
延
町
公
職
選

挙
管
理
執
行
規
程
の
改
正
を
施

行
す
る
予
定
。
今
月
号
の
広
報

み
の
ぶ
に
、
投
票
区
の
再
編
と
、

移
動
期
日
前
投
票
所
の
開
設
な

ど
の
、
投
票
環
境
の
向
上
に
関

す
る
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
掲
載
す
る
。
今
後
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
み
の
ぶ
な
ど

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
、
周
知

に
努
め
る
。

問�　

災
害
は
自
然
現
象
と
そ
れ
を

受
け
と
め
る
側
の
社
会
の
在
り

方
に
よ
り
、
そ
の
被
害
の
大
き

さ
が
決
ま
る
。
被
害
を
小
さ
く

す
る
た
め
に
は
、
社
会
要
因
に

よ
る
災
害
時
の
困
難
を
最
小
限

に
す
る
取
り
組
み
が
重
要
。
女

性
の
視
点
か
ら
の
災
害
対
応
の

実
施
が
、
防
災
や
減
災
、
災
害

に
強
い
社
会
の
実
現
に
と
っ
て

必
須
だ
。
町
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

交�
通
防
災
課
長　

人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
人
材
を

確
保
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
・
リ

ス
ク
へ
の
対
応
の
た
め
、
女
性

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
町

で
は
備
蓄
品
に
つ
い
て
、
女
性

や
子
育
て
家
庭
等
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
粉
ミ
ル
ク

や
使
い
捨
て
哺
乳
瓶
、
生
理
用

品
、
子
ど
も
用
と
大
人
用
の
お

む
つ
な
ど
の
配
備
を
進
め
て
い

る
。

問�　

友
だ
ち
か
ら
夫
が
亡
く
な
り

衣
類
を
整
理
し
よ
う
と
し
た
が
、

ど
う
し
て
も
ご
み
に
は
出
せ
な

い
。
南
部
町
で
は
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り
、
色
々
な
も

の
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
。
身

延
町
に
も
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
。

南
部
町
で
は
町
内
数
カ
所
に
リ

サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、

シ
ャ
ツ
・
ズ
ボ
ン
・
子
供
服
・

着
物
、
帯
、
靴
下
・
下
着
・
ぬ

い
ぐ
る
み
・
サ
ン
ダ
ル
・
ベ
ル

ト
・
バ
ッ
グ
・
帽
子
、
長
靴
を

除
く
靴
を
新
品
・
使
用
済
み
に

か
か
わ
ら
ず
回
収
し
て
い
る
。

　

�　

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
「
混
ぜ

れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」

の
こ
と
ば
ど
お
り
分
別
収
集
を

し
て
き
た
。
更
な
る
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

環�

境
課
長　

町
で
は
金
物
類
、
ビ

ン
類
、
せ
と
も
の
・
ガ
ラ
ス
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
、
紙
類
を
収
集
し
て
い
る
。

　

�　

令
和
５
年
６
月
か
ら
町
内
３

カ
所
に
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
倉

庫
を
設
置
し
た
。
今
後
衣
類
に

つ
い
て
も
、
関
係
す
る
業
者
等

と
調
整
の
上
収
集
す
る
方
向
で

検
討
を
進
め
る
。

問�　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
何
度

も
質
問
し
て
い
る
が
、
多
く
の

高
齢
者
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
事
業
者
が
集
客
対
策

の
手
段
と
し
て
運
行
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
と
い
う
答
弁
だ

が
町
が
町
民
の
健
康
増
進
の
た

め
に
造
っ
た
の
だ
か
ら
、
事
業

者
と
協
力
し
送
迎
バ
ス
を
実
現

し
て
欲
し
い
が
。

生�

涯
学
習
課
長　

指
定
管
理
者
と

も
様
々
な
協
議
を
し
て
い
る
が
、

運
行
経
費
や
費
用
対
効
果
の
面

で
送
迎
バ
ス
の
実
現
に
至
っ
て

い
な
い
。
定
期
運
行
で
は
な
い

が
、
集
落
等
で
実
施
す
る
事
業

な
ど
で
社
会
福
祉
協
議
会
の
福

祉
バ
ス
も
利
用
可
能
だ
。

答

問 投票の権利の問題なので慎重な対応をと言ってきた。
今後の計画は

意見の募集をしたが無かった。広報みのぶに、新たな
取り組みについて掲載する
（選挙管理委員会書記長・総務課長）

　投票の権利をどう保障するのか

渡
わたなべ

辺　文
ふ み こ

子 議員

投
票
所
の
再
編
計
画
に
つ
い

て

災
害
対
応
力
を
強
化
す
る

女
性
の
視
点
に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
及
び

ご
み
減
量
化
に
つ
い
て

し
も
べ
の
湯
の
送
迎
に
つ
い
て

南部町のリサイクルボックス
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道路建設に関連する請願にかかる参考人制度による意見聴取を実施
総務産業建設常任委員会

　町議会へは、いくつかの重要な請願が提出されています。道路整備に対する請願は、い

ずれも重要な案件であり、採択から年数が経過していることから、令和６年４月 26 日に、

２つの団体からあらためて詳細説明を受け、意見を聴取しました。今後、道路整備につい

て議会としての方向性が出せるかどうか、慎重に審議していく予定です。

【請願とは】・・・国民に認められた憲法上の権利であり、国または地方公共団体の機関に対

して文書で意見や希望を述べるものです。

　地方議会に提出する場合は、紹介議員を通じて行います。提出された請願は所管常任委員

会で審査され、議会で採択または不採択の決定が行われます。

　採択された請願は町長や執行機関に送付され、処理の経過と結果の報告が求められます。

請願１　中部横断自動車道（仮称）中富イ
　　　ンターチェンジから国道300号を結
　　　ぶ新設道路を求める請願

請願者　中富から国道300号の早期開通を
　　　実現する会

請願書採択　平成27年９月定例会

請願２　三沢～市之瀬間バイパス実現に関
　　　する請願

請願者　三沢～市之瀬間バイパスを実現す
　　　る会

請願書採択　令和元年６月定例会

あの請願どうなった？
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組合議会報告
一部事務組合とは、複数の地方公共団体（市町村、特別区な
ど）が行政サービスの一部を共同で行うことを目的とて設置す
る行政機関で、地方自治法284条２項により設けられる特別地
方公共団体の一つ。

〇身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合議会 （身延町・早川町で構成運営する組合立の病院）

〇峡南広域行政組合議会 （身延町・早川町・市川三郷町・南部町・富士川町で構成）

（概要）へき地医療拠点病院としての機能をもつ身延町・早川町の一部事務組合立病院。
報告者：田中一泰
・第２回臨時会　令和６年５月22日（水）※いずれも可決　　　　　　
議案第７号　病院事業の設置等に関する条例中改正の件
議案第８号　令和６年度身延町早川町国民健康保険病院一部事務組合病院事業会計
　　　　　　補正予算（第１号）

（概要）構成する５町の事業の中で広域的に処理する４つの事業を実施する組合。
報告者：広島法明
・第１回臨時会　令和６年５月22日（水）※いずれも承認・可決
報告第１号　令和５年度繰越明許費繰越計算書の報告の件
承認第１号　専決処分の承認を求める件
議案第９号　峡南広域行政組合消防庁舎等整備事業設計施工請負契約の一部変更の件　

あの一般質問、その後を追跡
○新中学校校舎への新たな安全な進入路確保は

（令和３年１２月定例会一般質問者：遠藤公久議員）

問 矢沢橋北詰進入路は、道幅も狭く、坂道、
カーブが続き、信号機も点滅式であり国
道５２号への進入も見通しが悪く危険で
ある。安全な進入路の確保対策は。

答 町道本町富山橋線は、新たな改良予定
はない。信号機については、感応式へ
の変更を南部警察署と協議する。

町道本町富山橋線は、地権者の協力に
より用地買収を行ない、直線化及び車
道を２車線化し歩道も拡幅した。
信号機も歩行者用の押しボタン式から
車道用の感応式に変更し、安全性が向
上した。 改良された町道本町富山橋線
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　◇

は
じ
め
に

　

本
年
３
月
に
完
成
し
た
身
延
中

学
校
新
校
舎
で
は
、
４
月
８
日
に

入
学
式
を
行
い
、
新
入
生
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
新
た
な
歴
史
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
学

び
舎
で
勉
強
に
、
部
活
動
に
汗
を

流
し
、
楽
し
く
充
実
し
た
中
学
校

生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
、
私
た
ち
の
生

活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
、
昨
年
度
５
類
に
分
類
さ
れ
、

初
め
て
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

を
迎
え
、
町
内
の
観
光
施
設
も
多

く
の
観
光
客
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

賑
わ
い
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
６

年
度
は
、
新
た
な
時
代
の
幕
開
け

と
な
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
新
た

な
時
代
が
身
延
町
に
と
っ
て
、
町

民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
良
き
も
の

と
あ
る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び
特

　

別
会
計
の
決
算
処
理
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
決
算
処
理
が
、
５
月
末

日
に
行
わ
れ
、
全
会
計
に
お
い
て

黒
字
決
算
と
な
る
見
込
み
で
あ
る

こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

◇
身
延
中
学
校
新
校
舎
等
整
備
事

　

業
に
つ
い
て

　

身
延
中
学
校
新
校
舎
は
、
３
月

１
日
に
完
成
後
の
引
渡
し
を
受
け
、

22
日
に
は
議
員
の
皆
様
に
も
出
席

い
た
だ
き
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
町
民
向
け
の
内
覧

会
を
開
催
し
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
県
内
最
大

級
の
木
造
建
築
物
と
し
て
町
民
の

方
に
も
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。

　

使
い
始
め
た
生
徒
達
か
ら
は
、

「
教
室
が
広
く
て
き
れ
い
」「
木
が

た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
て
温
か
み

が
あ
る
」「
部
室
が
出
来
て
う
れ

し
い
」
な
ど
喜
び
の
声
が
届
い
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
旧
校
舎
の

解
体
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
解
体

工
事
は
４
月
26
日
に
入
札
を
行
い
、

先
月
の
臨
時
会
に
て
承
認
さ
れ
業

者
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
来

年
３
月
の
完
了
を
目
指
し
、
工
事

が
無
事
故
で
終
わ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
や
周
辺
の
皆
様
に
危

険
が
及
ば
な
い
よ
う
安
全
に
十
分

配
慮
し
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
ヘ
ル
シ
ー
ス
パ
サ
ン
ロ
ー
ド
し

　

も
べ
の
湯
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
４
月
28
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
、
ヘ
ル
シ
ー
ス
パ
サ

ン
ロ
ー
ド
し
も
べ
の
湯
の
、
令

和
５
年
度
の
入
館
者
数
や
利
用
者

の
声
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
令
和
５
年
度

末
ま
で
約
11
か
月
間
の
入
館
者
数

は
、
延
べ
10
万
１
５
３
４
人
で
、

月
平
均
に
す
る
と
約
９
１
０
０
人

と
な
り
ま
し
た
。
指
定
管
理
者
が

設
定
し
た
目
標
値
に
対
し
て
は
98
．

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に

つ
い
て
も
、
と
て
も
美
味
し
い
と

食
事
の
み
を
利
用
さ
れ
る
方
も
多

く
来
館
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ス
タ
ジ
オ
メ
ニ
ュ
ー
の

充
実
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
中

で
、
町
民
の
健
康
増
進
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
目
標
に
掲
げ
、
指
定

管
理
者
と
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

◇
姉
妹
都
市
鴨
川
市
と
の
子
ど
も

　

た
ち
の
交
流
事
業
に
つ
い
て

　

千
葉
県
鴨
川
市
と
の
、
子
ど
も

た
ち
の
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓

延
し
た
影
響
も
あ
り
、
こ
こ
数
年

は
見
送
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令

和
６
年
度
よ
り
再
開
す
る
こ
と
で

鴨
川
市
と
も
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

身
延
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
あ
る
、
身
延

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｓ
Ｃ
の
子
供
た
ち

が
、
夏
休
み
中
の
７
月
27
日
か
ら

29
日
の
３
日
間
の
予
定
で
鴨
川
市

へ
訪
問
し
ま
す
。

　

事
業
の
内
容
と
し
て
は
、
日
蓮

大
聖
人
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
誕
生

寺
な
ど
を
訪
問
し
、
姉
妹
都
市
に

至
っ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
学
習

す
る
と
と
も
に
、
交
流
会
で
は
地

元
の
女
子
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

の
皆
さ
ん
を
招
い
て
の
サ
ッ
カ
ー

教
室
、
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

の
交
流
試
合
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
行
政
・
文
化
・
産

業
・
経
済
な
ど
各
分
野
に
お
け
る

様
々
な
交
流
を
通
じ
、
両
市
町
の

更
な
る
友
好
と
発
展
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
）

「
み
の
ぶ
ま
つ
り
」
は
今
年
度
で

終
了
し
ま
す
。
新
た
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
す
る
予
定
で
す
。

町長行政報告
望
もちづき

月　幹
み き や

也  町長

令
和
６
年
度
は
新
た
な
幕
開
け
を
感
じ
る
。
身
延
町
、
町
民
の
皆

様
に
と
っ
て
良
き
も
の
と
あ
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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★表紙について
〇新しい校舎での勉強＆部活動を
楽しみにしていることが感じら
れる良い写真だと思います。ち
なみに息子も写っているので嬉
しいです。
〇背景、キャラクターの配置、と
てもバランス良い表紙に仕上が
っていると思います。私も旧身
延中学校の最初の入学生であり、
新しい校舎に感動を覚えた記憶
があります。是非、新しい学び
舎で勉学に励んでもらいたいと
思います。

★令和６年度当初予算を読み解く
議員13人が取り組む課題と未来

〇何より広報編集委員会のやる気
と独立性を感じさせる企画だと
思う。議員の顔写真にカラー写
真でなく白黒写真を使ったとこ
ろが秀逸。担当者のセンスを感
じさせる。２ページは行ける企
画だと思うが１ページに抑えた
結果、議員のコメントが５０文
字程度になり読者が読んでみよ
うという文字数になった。今後、
テーマを変えてシリーズ化した
らと思う。

〇各議員の政治目標が簡潔にまと
めてあり良い企画です。1－2年
後にその成果を教えていただけ
たら幸いです。

★第１回定例会議案説明
〇Ｐ3　何回も読み直して理解でき
ましたが、一読しただけでは理
解できませんでした。特にいく
つかの歳入歳出の金額が記載さ
れていますがお互いの関連、位
置づけがわかりにくいです。
（公営企業会計完全移行初年度
　事業会計予算は特別会計の一
部ですか？）一般の町民にとっ
て表題の言葉を理解するだけで
も大変だと思うのでできるだけ
わかりやすく整理して掲載して
ほしい。

★常任委員会レポート、「町民と議
員との懇談会」の開催について

〇議員活動の一環として、常に行
政側の施策の検証とコンタクト
を心がけることによって、重複
するような質問は回避できるの
ではないかと思うところがある。
忙しいと思うが自ら現場に足を
運び、予算の執行状況を確認す
る事が必要ではないかと、質問
内容を読み感じた。

★本会議 討論、第１回臨時会
〇議案第２号の内容が良くわから
ない。
〇最初、本会議の討論が４点のみ
なのは、不思議な感じがしまし
たが、動画と１１ページの賛否
とを合わせて見て、反対意見が
あった議案は全て載せられてい
るのだと理解しました。

★議案に対する賛否
〇議員の皆様の考えが一目で見て
わかりやすくいいと思います。
〇文字数の多さに圧倒されるが、
この表示方法以外ないと思う。

★一般質問６人
〇議員さんの質問事項にはNo.があ
ったので、回答のページにも同
じくあればより見やすいと思う
が？
〇大変内容が、わかりやすく、コ
ンパクトに集約されて、読みや
すいと思います。時間のある方
は、ゆっくりじっくり考えなが
ら読むことができますが、時間
がなく、サッと目を通す方には、
要約文の中のポイントを赤記す
るか、太字にするかして，誰が
読んでも理解できるように文面
を工夫して欲しいです。箇条書
きでも良いと思います。

★町長施政方針
〇町の行政全体や世間の情勢の把
握など、幅広い視野をもって頂
きながら運営して頂きたいと思
います。
〇国民の収入が上がらない中、税
金は無駄のない様、活用しても
らいたいと思います。町長施政
方針は内容もわかりやすく説明
されていると思います。

★教育長教育方針
〇「生きる力」を身に着けた児
童・生徒を育てる教育。政治・
経済・紛争など、不透明な今の
時代にとても必要な教育方針、
期待しております。
〇やはり明日を担う子供達の育成
はとても大切な事です。

★組合議会報告
〇各事務組合の、構成市町村すら
知らなかったので、基本的なこ
とを知るのには、この報告で十
分でした。QRコードから、議事
録等を読むことができるので、
詳しく知りたい方にも対応でき
ていると思います。
〇ＱＲコードを活用できない人も
います、説明文も少し掲載して
も良いのではないでしょうか。

★主な議会の動き、
県外視察研修、自主研修講座

〇積極的な議会、議員の働きが分
かりました。

★モニター通信
〇モニターの皆さんの意見から、
この１～２年でガラッと見やすさ
が良い方向へ変化したと思います。
〇モニターだけでなく町民の声を
広く募集して掲載するようなこ
とを検討していただけないでし
ょうか。不適切な意見も出てく
ると思いますので募集内容の周
知に工夫が必要だと思いますが。

★おじゃまします
〇全員集合写真は子供も大人も写
っており、伝統を継承している
姿が伝わって良かった。
〇身延町を知る、地域の皆さんの
様子、活動を知るとても良いペ
ージだと思います、人口減、過
疎化と言われますが、住んでい
る住民皆さんの生き生きとした
日常の一部、大変興味深く、い
つも拝見しています。

★町政へのご意見・ご要望
〇身延町の喫緊の課題は、人口減
少に歯止めをかけることです。
若い人が選んで住み続けてくれ
る町にするために、何が必要
か、若い人特に独身女性と子供
に聞いてみたらどうでしょうか。

〇町長さんはじめ議員さん達も、
それぞれの立場で一生懸命、あ
りがとうございます。フレイ
ル、デマンドなどちょっと説明
があるとわかりやすいと思いま
す。写真付きは大賛成。
〇人口減少、超高齢化社会、色々
な考えはあるが地域に密着性あ
る基盤整備をよろしくお願いし
ます。

モニター通信
(議会だより№78の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。

P22の住みやすさアンケート
へご協力をお願いします。

日　

時

　

令
和
６
年
５
月
21
日
、
22
日
（
火
・
水
）

場　

所　

　

 

１
日
目　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

 

２
日
目　

全
国
町
村
議
員
会
館

出
席
者

　

上
田　

孝
二　

議
長

　

伊
藤　

達
美　

副
議
長

講
演
内
容

　
「
議
員
の
な
り
手
不
足
は
住
民
自
治
の

危
機
そ
の
打
開
の
道
を
探
る
」、「
将
来
の

地
方
議
会
を
担
う
の
は
誰
か
？
」「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
～
自
治
体
議
員
が
注
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
た
講
義
を
受
け
た
。

　

全
国
の
町
村
議
会
が
抱
え
る
共
通
の
課

題
と
地
方
議
会
の
将
来
へ
の
展
望
、
及
び

改
革
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
学

習
し
た
。
ま
た
、
議
員
と
し
て
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
再
確

認
し
た
研
修
で
あ
っ
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　
議
長
・
副
議
長
研
修
会

議
会
だ
よ
り
第
78
号
訂
正
箇
所

Ｐ
３　

金
額
の
誤
り

　
　
　

誤　

令
和
６
年
度
下
水
道
事
業
会

　
　
　
　
　

計　

８
億
２
７
１
８
万
円

　
　
　

正　

令
和
６
年
度
下
水
道
事
業
会

　
　
　
　
　

計　

８
億
９
０
２
万
円

Ｐ
６　

地
名
の
誤
り

　
　
　

誤　

門
野
の
湯

　
　
　
　
　
　
（
身
延
地
区　

相
又
地
内
）

　
　
　

正　

門
野
の
湯

　
　
　
　
　
　
（
身
延
地
区　

門
野
地
内
）

日　時
　令和６年４月19日（金）午後７時〜

場　所
　身延町役場　本庁舎２階　第一会議室

議会広報モニター任期
　令和６年４月１日～令和８年３月31日

モニター氏名【五十音順】
　◇池川　　清　◇市川　正文
　◇遠藤ゆかり　◇大滝　　博　
　◇笠井　幹彦　◇小林　　真
　◇鈴木　俊一　◇畑野　　顕
　◇望月　千春　◇山内　規之
　◇依田　萬代　◇若林　美園
　◇渡邊　　治　　　　計13名
　　　　　　　　　　　（敬称略）

　令和６・７年度の議会広報モニターをお受け
いただいた13名に委嘱状を交付しました。
　委嘱状を交付した後、当日出席されたモニター
10名と議会広報編集委員６名とで、より良い紙
面づくりのための意見交換会を行いました。
　今回は新規の方が多かったこともあり、意見
よりも業務内容に対する質問が多かったですが、
皆さんのやる気は十分
に感じられました。率
直なご意見をお聞かせ
いただき、今後の議会
広報紙づくりに活かし
ていきたいと思います。
２年間よろしくお願い
します。

議会広報モニター意見交換会

！
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★表紙について
〇新しい校舎での勉強＆部活動を
楽しみにしていることが感じら
れる良い写真だと思います。ち
なみに息子も写っているので嬉
しいです。

〇背景、キャラクターの配置、と
てもバランス良い表紙に仕上が
っていると思います。私も旧身
延中学校の最初の入学生であり、
新しい校舎に感動を覚えた記憶
があります。是非、新しい学び
舎で勉学に励んでもらいたいと
思います。

★令和６年度当初予算を読み解く
議員13人が取り組む課題と未来

〇何より広報編集委員会のやる気
と独立性を感じさせる企画だと
思う。議員の顔写真にカラー写
真でなく白黒写真を使ったとこ
ろが秀逸。担当者のセンスを感
じさせる。２ページは行ける企
画だと思うが１ページに抑えた
結果、議員のコメントが５０文
字程度になり読者が読んでみよ
うという文字数になった。今後、
テーマを変えてシリーズ化した
らと思う。
〇各議員の政治目標が簡潔にまと
めてあり良い企画です。1－2年
後にその成果を教えていただけ
たら幸いです。

★第１回定例会議案説明
〇Ｐ3　何回も読み直して理解でき
ましたが、一読しただけでは理
解できませんでした。特にいく
つかの歳入歳出の金額が記載さ
れていますがお互いの関連、位
置づけがわかりにくいです。
（公営企業会計完全移行初年度
　事業会計予算は特別会計の一
部ですか？）一般の町民にとっ
て表題の言葉を理解するだけで
も大変だと思うのでできるだけ
わかりやすく整理して掲載して
ほしい。

★常任委員会レポート、「町民と議
員との懇談会」の開催について

〇議員活動の一環として、常に行
政側の施策の検証とコンタクト
を心がけることによって、重複
するような質問は回避できるの
ではないかと思うところがある。
忙しいと思うが自ら現場に足を
運び、予算の執行状況を確認す
る事が必要ではないかと、質問
内容を読み感じた。

★本会議 討論、第１回臨時会
〇議案第２号の内容が良くわから
ない。
〇最初、本会議の討論が４点のみ
なのは、不思議な感じがしまし
たが、動画と１１ページの賛否
とを合わせて見て、反対意見が
あった議案は全て載せられてい
るのだと理解しました。

★議案に対する賛否
〇議員の皆様の考えが一目で見て
わかりやすくいいと思います。
〇文字数の多さに圧倒されるが、
この表示方法以外ないと思う。

★一般質問６人
〇議員さんの質問事項にはNo.があ
ったので、回答のページにも同
じくあればより見やすいと思う
が？
〇大変内容が、わかりやすく、コ
ンパクトに集約されて、読みや
すいと思います。時間のある方
は、ゆっくりじっくり考えなが
ら読むことができますが、時間
がなく、サッと目を通す方には、
要約文の中のポイントを赤記す
るか、太字にするかして，誰が
読んでも理解できるように文面
を工夫して欲しいです。箇条書
きでも良いと思います。

★町長施政方針
〇町の行政全体や世間の情勢の把
握など、幅広い視野をもって頂
きながら運営して頂きたいと思
います。
〇国民の収入が上がらない中、税
金は無駄のない様、活用しても
らいたいと思います。町長施政
方針は内容もわかりやすく説明
されていると思います。

★教育長教育方針
〇「生きる力」を身に着けた児
童・生徒を育てる教育。政治・
経済・紛争など、不透明な今の
時代にとても必要な教育方針、
期待しております。
〇やはり明日を担う子供達の育成
はとても大切な事です。

★組合議会報告
〇各事務組合の、構成市町村すら
知らなかったので、基本的なこ
とを知るのには、この報告で十
分でした。QRコードから、議事
録等を読むことができるので、
詳しく知りたい方にも対応でき
ていると思います。
〇ＱＲコードを活用できない人も
います、説明文も少し掲載して
も良いのではないでしょうか。

★主な議会の動き、
県外視察研修、自主研修講座

〇積極的な議会、議員の働きが分
かりました。

★モニター通信
〇モニターの皆さんの意見から、
この１～２年でガラッと見やすさ
が良い方向へ変化したと思います。
〇モニターだけでなく町民の声を
広く募集して掲載するようなこ
とを検討していただけないでし
ょうか。不適切な意見も出てく
ると思いますので募集内容の周
知に工夫が必要だと思いますが。

★おじゃまします
〇全員集合写真は子供も大人も写
っており、伝統を継承している
姿が伝わって良かった。
〇身延町を知る、地域の皆さんの
様子、活動を知るとても良いペ
ージだと思います、人口減、過
疎化と言われますが、住んでい
る住民皆さんの生き生きとした
日常の一部、大変興味深く、い
つも拝見しています。

★町政へのご意見・ご要望
〇身延町の喫緊の課題は、人口減
少に歯止めをかけることです。
若い人が選んで住み続けてくれ
る町にするために、何が必要
か、若い人特に独身女性と子供
に聞いてみたらどうでしょうか。

〇町長さんはじめ議員さん達も、
それぞれの立場で一生懸命、あ
りがとうございます。フレイ
ル、デマンドなどちょっと説明
があるとわかりやすいと思いま
す。写真付きは大賛成。
〇人口減少、超高齢化社会、色々
な考えはあるが地域に密着性あ
る基盤整備をよろしくお願いし
ます。

モニター通信
(議会だより№78の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。

P22の住みやすさアンケート
へご協力をお願いします。
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強豪クラブに進化中　団員総勢39名強豪クラブに進化中　団員総勢39名
子どもの夢を叶える地域クラブ子どもの夢を叶える地域クラブ

　身延ユナイテッドSCは、地域サッカースポーツクラブとして現在、39名の団員が所属しています。団員は、
小学生、保育園児で身延町外から来ている人もいます。毎週火曜日・金曜日の夜７時～８時 30 分まで下山
小学校グラウンドにて練習しています。週末は、公式リーグ戦、カップ戦、練習試合などを行なっています。
　リーグ戦は年代別カテゴリーになっていますので、低学年の人も公式戦に出場しています。U-12（12 歳
以下）の世代では、トップカテゴリーであるプレミアリーグの下の１部リーグに所属しています。先日行わ
れました全国大会予選では、決勝トーナメント進出は逃しましたが、ChallengeCup では、見事初優勝を成
し遂げ、夏休みに群馬県で行われる１都７県の関東交流大会に出場が決まりました。

身延ユナイテッドSＣ身延ユナイテッドSＣ

身延ユナイテッドSC

監督　沼澤正幸
☎090-3331-7312

団員募集・未経験者大歓迎団員募集・未経験者大歓迎


